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令和元年度 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 
分担研究報告書(職業肝炎ウイルス陽性者両立支援モデル班) 

 
山梨県における肝疾患患者への治療と仕事の両立支援対策 

 
研究分担者：井上 泰輔  山梨大学医学部第一内科・講師 
研究協力者：中山 康弘  山梨大学医学部付属病院肝疾患センター・特任講師 
  研究協力者：有薗 晶子  山梨大学医学部付属病院肝疾患センター・看護師 
    
研究要旨： 治療と仕事の両立支援を実現させるために山梨県地域両立支援推進チー
ムを発足させ、山梨大学肝疾患センターも同チーム内の長期療養労働者支援担当専門
家会議に参加し、県、労働局、産業保健支援センターなどと協力して活動を開始した。
平成 29 年度から年 1 回の企業と労働者向けの健康セミナーを開催しそのなかで肝疾
患についての講演を行っている。令和元年度には山梨治療と仕事の両立支援セミナー
を開催し 138 名が参加した。市立甲府病院と山梨大学医学部附属病院に両立支援相談
窓口を開設したが現在までのところ実際の支援には至っていない。就労に関する相談
に対応するため肝疾患センター開催の相談事業に肝疾患コーディネーター資格を持
った社会保険労務士が参加しており、就労と疾患の双方の知識を生かした活動を行っ
ている。講演会や相談会を通じて事業者側の意識は高まっていることを実感するが労
働者側の参加は少なく、両立支援についての啓蒙を進めて実際の支援に繋げていくべ
きと考える。 

A. 研究目的 
肝疾患など長期療養が必要な疾患に罹患

していても働き続ける希望を持つ方に対し

ての支援について山梨県での対策を検討し

た。 

 

B. 研究方法 
１．山梨県地域両立支援推進チーム 

地域の実情に応じた治療と仕事の両立支

援を効率的に進めるため、山梨県における

関係者のネットワークを構築し、両立支援

の取組の連携を図ることを目的として平成

29 年 9 月に山梨県地域両立支援推進チーム

を組閣した。本チームは長期療養労働者支

援担当専門家会議、長期療養者就職支援担

当者連絡協議会、難病患者就労支援協議会

とで構成され、山梨労働局長が構成員又は

専門家を招集して開催する。山梨大学医学

部付属病院肝疾患センターからは平成29年

度にセンター長の坂本が、平成 30年度から

は井上が山梨長期療養労働者支援担当専門

家会議の副座長として参加している。同専

門家会議は、 

(1)使用団体の推薦者 4 名 

(2)労働組合の推薦者 1 名 

(3)一般社団法人山梨県医師会 1 名 

(4)山梨県衛生主管部（局） 1 名 

(5)地域の中核の医療機関の両立支援担当

部署 6名 （含む山梨大学肝疾患センター） 

(6)独立行政法人労働者健康安全機構  

山梨産業保健総合支援センター 1 名 

(7)山梨県社会保険労務士会の推薦者 1 名 

(8)公益社団法人日本医療社会福祉協会の

推薦者 現在未定 

(9)一般社団法人日本産業カウンセラー協

会の推薦者 1名 

(10)特定非営利活動法人日本キャリア開発

協会の推薦者 1 名 

以上合計 17 名で構成されている。 
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本チームにより以下の事業をおこなった。 

・企業と従業員のための健康セミナーを年

に 1回開催 

・令和元年度に両立支援地域セミナーの開

催 

 

 

 

 

 

 

・両立支援窓口の設置 

 市立甲府病院、山梨大学医学部付属病院 

・事業者向けと労働者向けの両立支援リー

フレットの作成 

 

 

 
 

２．肝疾患コーディネーター資格を持つ社

会保険労務士による両立支援 

社会保険労務士が山梨県肝疾患コーディ

ネーターの認定を受け、肝疾患患者、家族

に対する相談に対応している。また社労士

のコーディネーターがコーディネーター講

習会でパネラーや講師として他の職種のコ

ーディネーターへ両立支援に関する情報を

提供している。 
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３．肝疾患拠点病院診療従事者研修会 

平成30年度の山梨県肝疾患診療従事者研

修会を「治療と仕事の両立支援」につき国

立国際医療センター 肝疾患研修室長 是永

匡紹先生を講師として開催。 

 

（倫理面への配慮） 

相談業務にあたっては個人情報に十分配

慮した。 

 

C. 研究結果 
１. 山梨県地域両立支援推進チーム 

健康セミナーの開催 

* 平成 29年 7月 8 日 

職域における肝疾患対策セミナー 

講演：事業所における治療と職業生活の両

立支援のためのガイドライン 立道昌幸先

生 シンポジウム：治療継続のための職場

環境 コーディネーター 坂本穣 

* 平成 30年 10 月 13 日 

企業と従業員が元気になれる健康セミナー  

講演：生活習慣病の予防と関連疾患  

井上正晴先生、健康経営の理念と概要   

経済産業省関東経済産業局、健康経営の取

り組み (株)サンポー、県内の肝疾患状況

と最新治療 井上泰輔、事業所での両立  

支援アプローチ 立道昌幸先生。ディスカ

ッション：中小企業における健康経営と 

両立支援の推進のために 

* 令和元年 10月 19 日 

企業と従業員のための健康セミナー 

講演：働く世代によくみられる生活習慣病 

斎藤順一先生、県内の肝疾患状況と最新治

療 井上泰輔、健康経営/治療と就労の両立

支援 對間裕之先生 

平成 30 年度と令和元年度は山梨県、山梨労

働局、山梨県産業保健センター、山梨大学

附属病院肝疾患センターの四者で共催した。 

講演の中では職域での肝炎ウイルス検査 

受検率が低いことに触れて参加した事業者

へ職場で従業員へのウイルス検査の啓蒙を

勧めた。 

 

地域セミナーの開催 

* 令和 2年 1月 23 日 

山梨治療と仕事の両立支援セミナー 

基調講演 サッポロビール株式会社 
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事例発表 キャノンファインテックニスカ

株式会社、ファナック株式会社 

対応機関利用案内 山梨産保センター 

138 名の参加があり事業所の関心の高さが

伺えた。 

 

両立支援窓口の設置 

* 市立甲府病院  

毎月第 3火曜日午後 

 同院通院患者以外も受け入れ 

 産保センター両立支援促進員が対応 

* 山梨大学医学部付属病院 

 予約制 適時 

上記 2病院で相談窓口を設置したが肝疾患

についての両立支援としては令和 2年 1月

現在相談例は見られていない。 
 
２．肝疾患コーディネーターによる両立支

援 

肝疾患センター主催のすべての相談会に

肝疾患コーディネーター資格を持つ社労士

が参加して実際の相談にあたった。社労士

からは就労に関する知識はあっても疾患に

関する知識は少ないため、コーディネータ

ー資格を取り医学知識を得ることは非常に

有益だとの意見があった。 

 

３．肝疾患拠点病院診療従事者研修会 

本研究班の班長である是永匡紹先生によ

り山梨県の肝疾患診療に携わる医療従事者

へ両立支援についての概要や先進的な施設

での取組などの講演が行われ42名が参加し

た。 
 
D. 考察 
 山梨県地域両立支援支援推進チームを発

足させ、県、労働局、産保センターなどと

協力して講演会を開催し、多くの企業が注

目している。しかし現時点では事業者側の

参加が目立ち、労働者の立場からの参加者

は少ない。また産保センターで相談窓口を

設置したが実際の相談例は肝疾患では現在

まで見られていない。今後事業者側の体制

を確認していくとともに労働者側へ両立支

援についての啓蒙が必要と考える。 

 山梨県で始めた肝疾患コーディネーター

は多職種が参加しているがその中でも社労

士は非医療職の専門職であり全国的にも本

資格を取得している方は少ないと思われる。

相談会での相談者として参加する際に就労

の知識に加えて肝疾患の専門的な知識を持

つことは有益と考える。 

 

E. 結論 
山梨県地域両立支援推進チームを発足さ

せ肝疾患センターも参加している。事業者

側との調整を進めつつ労働者側への啓蒙を

始めて実際の両立支援に繋げるべきである。 

 

F. 政策提言および実務活動 
＜政策提言＞ 

なし 

＜実務活動＞ 

下記啓発活動に記載した各種の講演会、

相談会を企画あるいは参加した。 

 

G. 研究発表 
1. 発表論文 
坂本 穣、榎本信幸  【肝癌撲滅に向

けた我が国の取り組み・厚労省、地方自

治体、拠点病院の連携】山梨県の取り組

み 肝炎コーディネーターの育成. 消化

器・肝臓内科 3巻 3号 P303-309.2018 

 

2. 学会発表 
坂本 穣、井上泰輔、榎本信幸. 肝疾患

の疫学・自然史と診療連携体制の方向性 

肝発癌抑止を目指した肝炎診療体制と

地域を包括した総合的取り組み. 肝臓

(0451-4203)59 巻 Suppl.1 Page 

A124.2018 
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井上 泰輔、有薗 晶子、石黒 博子、  

金子 春美、石川 佳菜、八巻 真美、  

渡邉 祐将、山本 瑠美、神田 藍、   

北井 朋美、坂本 美穂子、松本 友香理、

小林 貴子、浅山 光一、久保田 好、  

下川 和夫、中山 康弘、榎本 信幸.  

肝疾患コーディネーターの活動.肝臓

(0451-4203)60 巻 Suppl.1 Page 

A265.2019 

 

3. その他 
啓発資材 

* 事業者向け両立支援リーフレット 

* 労働者向け両立支援リーフレット 

   

啓発活動 

 * 坂本穣 コーディネーター 

職域における肝疾患対策セミナー 

シンポジウム：治療継続のための職場

環境 平成 29年 7 月 8日 主催：山梨

産業保健総合支援センター、山梨県 

* 井上泰輔 主催、講演 平成30年度山梨

県肝炎予防普及啓発講習会 企業と従

業員が元気になれる健康セミナー  

県内の肝疾患状況と最新治療 平成30

年10月13日 主催：山梨県、山梨労働

局、山梨産業保健総合支援センター、

山梨大学医学部付属病院肝疾患センタ

ー 

* 井上泰輔 主催、講演 企業と従業員の

ための健康セミナー 県内の肝疾患状

況と最新治療 令和元年 10 月 19 日 

主催：山梨県、山梨労働局、山梨産業

保健総合支援センター、山梨大学医学

部付属病院肝疾患センター 

* 井上泰輔主催 肝ぞう・がん無料相談

会 

平成30年10月16日、11月6日、12月18 

平成31年1月16日、2月20日  

主催：山梨大学医学部付属病院肝疾患

センター・医療福祉支援センター 

* 井上泰輔司会  肝炎医療コーディネー

ター講習会 平成30年12月1日、令和元

年9月28日 主催：日本肝臓学会 共

催：山梨大学医学部付属病院肝疾患セ

ンター・山梨県 

* 井上泰輔主催 肝臓なんでも相談会 

平成 31年 1 月 26 日、3月 10 日  

令和元年 11 月 30 日、 

令和 2年 3月 8日 

主催：山梨大学医学部付属病院肝疾患

センター 後援：山梨県 

*  井上泰輔司会 平成 30 年度 肝疾患

拠点病院 医療従事者講習会  

平成 31年 3 月 7日  

主催：山梨大学医学部付属病院肝疾患

センター 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得  
なし 

2. 実用新案登録  
なし 

3. その他  
なし 


